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「しんぶん赤旗」を
ぜひ、ご購読下さい
毎週発行する「読者ニュース」も好評です
ご購読いただいた読者のみなさんには、「しんぶん赤旗」

に折り込んで、無料でお届けしています。町政の動き、議

会でのできごとなど、身近な話題を毎号お届けし、たいへ

んご好評をいただいています。「読者ニュース」が楽しみ

だからとっている、という方もみえるくらいです。

日 刊 月２９００円
日曜版 月 ８００円

「しんぶん赤旗」のお申し込みと生活相談などは―

梶田 稔（72-3055) 梶田 進(72-3675) 小西幸男(72-3177)

高校生以下､７０歳以上､障がい者､被爆者の方は無料

一般1800円（当日2000円）大学生500円

尖閣諸島は日本の領土であることは歴史的にも明らか
であると、中国政府にも国連でも、国際社会に訴えて、
はっきり主張している日本共産党です。
沖縄諸島の西方に位置する尖閣諸島は1884年、沖縄で

茶・海産物業を営んでいた古賀辰四郎が初めて探検し、
1895年１月の閣議決定で日本領（沖縄県）に編入されま
した。第２次大戦末期まで数百人が住み、かつお節の生
産などが行われていました。
どの国の領土にもなっていない地域に対し、ある国が

領有の意思を示して自国領土にし、実効的占有をするこ
とは、「先占」として国際法で認められています。
1895年から75年間は他国が日本の領有に異議を唱えた

ことはありません。中国が領有権を主張したのは、島周
辺の海底に石油などがある可能性が69年に指摘されて以
後の、71年12月になってからです。それ以前の中国側の
一連の文献は、尖閣諸島を日本・沖縄に属すると表現し
ています。

日
本
共
産
党
が
行
っ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

た
く
さ
ん
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ご
意
見
・
ご

要
望
と
と
も
に
、
２
１
８

通
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寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望
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内
、
生
活
環
境
整
備
に
関

す
る
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８
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９
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30
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に
町

長
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に
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望
書
と
し
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提

出
。
そ
れ
ぞ
れ
「
回
答
書
」

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
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通
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。

ま
た
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。

ま
た
、
側
溝
整
備
や
排

水
対
策
な
ど
で
は
、
年
次

計
画
に
組
み
入
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た
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来
年
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予
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で
予
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す
る

な
ど
、
具
体
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な
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い
ま
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。

「
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
毎
年
実
施
し
て
私

た
ち
の
要
望
を
聞
い
て
ほ

し
い
」
と
い
う
ご
意
見
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。


